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2024-2025 年度 

国際ロータリー会長 ／ ステファニー・アーチック   会長／ 來間 久    副会長／ 土江 光二 

２６９０地区ガバナー／ 榊原 敬          幹事／ 原 伸雄    会 計 ／ 小汀 泰之 

 

■■■ 例会プログラム ■■■        

 卓 話 者 演  題 

4 月 24 日 
三好洋平・松浦剛司・來間  久 

太田哲也・杉原朋之 会員 
地区研修協議会報告 

5 月 1 日 休   会  

5 月  8 日 
島根県立平田高等学校 

校長 野津  孝明 様 
経験したことしか 

5 月 15 日 休   会  

5 月 22 日 
地区クラブ活性化ワークショップ  

出 席 者 

地区クラブ活性化 

 ワークショップ 報告 

■■■ 出席報告 ■■■   

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 

38 31     7 81.58 

■■■ 欠席者 ■■■   

小汀・石原・大國・大谷厚・大谷良・園・田中  

■■■ 来訪者 ■■■  な  し 

■■■ メークアップ ■■■     

4/21 小汀・田中 (出雲中央) 

********************************************************************* 

■■■ 次回会受付当番 ■■■   

（5 月   8 日） 牧野晴彦／松浦剛司／三好洋平 

（5 月 22 日） 大國行雄／小汀泰之／大島淳司 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■   

月 出雲中央   6/23    6/9・30(－) 松江南   4/28 6/23・30 

火 出雲   6/17   4/29・ 6/24(－) 松江しんじ湖  6/17・24 

水 大社    4/30(－) 松江   6/18  4/30・5/7・6/25(－) 

木 (－) ； ビジター受付 なし 松江東   6/19 5/1・8・6/26(－)  

金 
出雲南    5/23  6/20     

5/2・9・30・6/30(－) 
 

■■■ 会長挨拶 ■■■  

先日、4 月 20 日（日）に隠岐西郷ロータリークラブの創立 60 周年記念式典

に参加してまいりました。たくさんのおもてなしをいただき、隠岐独特の風土や人

情味に触れることができました。記念講演は、隠岐出身の「君ヶ浜親方」によ

る「御縁」というタイトルの講演で、非常にユーモアたっぷりの楽しい、独特な内

容でした。 

また、4 月 23 日（水）には、土江会長年度における初めての理事・役員会が

開催されました。 

ここで、米山奨学生についてご報告いたします。2025 学年度の奨学生数は

965 人となりました。新規採用者は 701 人、継続者は 264 人です。2690 地

区では、4 月 19 日（土）に岡山にてオリエンテーションが開催され、奨学生とカ

ウンセラーが初顔合わせを行い、奨学生としての義務やロータリーについて理解

を深める場となりました。私ども平田ロータリークラブからは、カウンセラーとして清

原会員が出席されています。今後半年間、米山奨学生のお世話クラブとして

活動いたします。 

さて、4 月は入学式や入社式のシーズンでした。今回は、世界的な企業であ

り日本を代表する自動車メーカー、トヨタ自動車の入社式における佐藤恒治

社長のあいさつをご紹介したいと思います。   

その内容は、クラウン 70 年の歴史についてと、「お客様目線でのものづくり」とい

うテーマに沿った話でした。特に印象的だったのは、「ものづくりの原点」について

語られた部分です。「信念を持って人にものを売るということは、自分の心からよ

いと思うもの、お客様の心がこもったものを作ることであり、お客様の笑顔を第一

に考えて、常識にとらわれず、よいと思うものを作り続けること。ものづくりは苦し

いことの積み重ねであり、その苦しみを楽しめるようになるためには、たゆまぬ努

力と、信念を持って挑戦し続けることが大切である。そして、自分たちが創った

ものを受け取った方から『ありがとう』と言っていただけることが、最大の喜びであ

る。」と話されました。 

私たちのロータリー活動にも、終わりはないものだと思います。奉仕を受けた方

に「ありがとう」と言っていただけるようなことを、「笑顔を返していただけるような」事

業を企画し、活動を続けていければと思います。 

■■■ 幹事報告  ■■■   

１．例会変更 

   〇 出雲RC    6/17(水) 最終夜間例会 

       ビジター受付  11：30 ～ 12：30  ホテル武志山荘 

   〇 出雲南RC  5/23(金) →  5/24(土)備前RC合同夜間例会 

               6/20(金) 最終夜間例会 

       ビジター受付  11：30 ～ 12：30  事務局 

   〇 出雲中央RC  6/ 23(月) 家族同伴夜間例会 

       ビジター受付  11：30 ～ 12：30  事務局 

   〇 松江RC    6/18(水) 最終夜間例会 

       ビジター受付  12：00 ～ 12：30  ホテル一畑 

   〇 松江東RC  6/ 19(木) 最終夜間例会 

       ビジター受付  12：00 ～ 12：30  ホテル一畑 

   〇 松江南RC  6/ 23(月) 夜間例会 

       ビジター受付  12：00 ～ 12：30  松江エクセルホテル東急 

   〇 松江しんじ湖RC  6/ 17(火) 夜間例会   

       ビジター受付  12：00 ～ 12：30  ホテル一畑 

２．休   会 

   〇 出雲RC    6/24(水)     ビジター受付  な し 

   〇 出雲南RC  5/2・9・30 6/27(金) 定款により  ビジター受付  な し 

   〇 出雲中央RC  6/9・30(月)     定款により   ビジター受付  な し 

   〇 松江RC    5/7・6/25(水)    ビジター受付  な  し 

   〇 松江東RC  5/1・8 6/26(木)    ビジター受付  な  し 

   〇 松江南RC     6/30(月)          定款により 

       ビジター受付  12：00 ～ 12：30  松江エクセルホテル東急  

   〇 松江しんじ湖RC  6/24(火)  定款により   

       ビジター受付  12：00 ～ 12：30  ホテル一畑      

■■■ 委員会報告 ■■■ 

プログラム委員会 ： 5月プログラム予定紹介 

情報・雑誌委員会 ： ロータリーの友 4月号の紹介 



■■■ スマイル ■■■   

小汀ガバナー補佐・神田グループ幹事よりスマイルを頂戴いたしました。 

來間 (IMが終わりましてもいろいろなロータリーの行事があっています。次年度

土江会長年度も助走だんかいがスタートしましたね。土江会長、準

備頑張って下さい。 G．Wで一息つきたいところですが・・・。) 

■■■ 例会プログラム ■■■   

地区研修・協議会報告 

幹事部門                                                   三好  洋平 

カウンセラーは直前Ｇ松江しんじ湖ＲＣ石倉貞昭氏、リーダーは米子南ＲＣ坂

本高司（たかし）氏の進行にて幹事部門の会議が開会されました。カマルゴＲＩ

会長、坂口地区ガバナーエレクトの今年の重点テーマは会員増強、維持であ

り、会員が充実感を持つような例会、活動を行う必要があります。ただ、クラブ

例会出席率がなかなか上昇しない事も問題となっており、出席率向上のため

に各クラブが行っている取組内容を事前アンケートにて提出をしていたので事

例発表が行われました。 

 米子東ＲＣ：ホームクラブ 100％例会・・・出席親睦委員会が中心となり、何

月何日に全員出席するよう促す(ガバナー公式訪問等行事にあわせて等) 

 津山西ＲＣ：出席率が 94.6％と非常に参加率が高いが秘訣は？・・・会員

同士の仲が良く、普段からコミュニケーションを良く取っている、

例会終了後にお茶会が定期的に開催される 

他に会員満足度アンケートを毎年実施し次年度に役立てる、3 回連続で欠

席すると会長から電話がかかってくるといった事を行っていました。 

その他、クラブ幹事の役割説明、年間行事予定表、委員会組織図、地区

目標達成、マイロータリーの登録、ロータリーカードの加入促進といった連絡事

項がありました。 

最後に坂本リーダーから 10 月 3，4 日地区大会が米子にて開催され 1 日目

は尾身茂先生、2日目は竹田恒泰氏の講演ということで多くの皆様のご参加

をお願いしますとご案内がありました。 

当会の締めとして石倉貞昭カウンセラーよりロータリーの 3 大義務として例会へ

の出席、会費の納入、ロータリー雑誌の購読(ロータリーの友)とあるが近年出

席に関しては義務ではなく責任と変化してきている、ただ、多くのクラブを見させ

てもらってきたが、元気のあるクラブは毎週例会があり、出席率は 80％以上、

若い会員が多いといった特徴があるように感じた、ロータリーの事を知る上でも

例会出席の大切さを今一度皆さんに考えていただきたいと提言されて協議会

は終了しました。 

 

 

社会奉仕部門                                              松浦 剛司  

社会奉仕部門での協議会は、第 4 グループ次年度池淵ガバナー補佐リーダ

ーのもと、佐藤前RI理事をカウンセラーに開催されました。 

協議は各クラブの継続事業の紹介が中心で進められました。 

出雲南クラブでは、毎年地区補助金を利用した活動されており、子供たちが

歴史文化にふれる企画されており、今年度は荒神谷での外来種生物である

アメリカザリガニ釣りをされたようです。また今後は朱鷺放鳥による里山づくりも

企画されています。 

鳥取クラブでは、ジオパーク清掃や間伐材を利用したベンチ製作をされていま

す。この事業の参加者は外国人や子供たち、また城北高校相撲部の皆さん

と協力して行われています。製作されたベンチは学校へ寄付されています。 

総社クラブではロータリー寺子屋を開催されており、会員の職業を生かした事

業で、会員が住職を務めるお寺で地域の子供たちに茶道を体験、土地家屋

士の会員が機材を使わず昔ながらの測量を体験できるなどの事業をされてい

ます。 

 

大田クラブでは農林大学校と連携して石見銀山の清掃活動、倉敷南クラブ

では女子バレーのプロアスリートをお呼びし、小学生 100 名参加のバレー教室

の事業をされています。この他瀬戸内クラブではメンバーの医療関係者による

健康講座、岡山旭川クラブではメンバーの医療関係者による外国人無料健

康診断をされています。 

佐藤カウンセラーからは、ロータリークラブの社会奉仕は積極的に記者クラブへ

投げ込みを行いメディアをうまく使い、対外的に PR して行くことが大切であると

のアドバイスがありました。 

各クラブの事業紹介を聴くに、総じて感想は社会奉仕の言葉の概念をもう少

し広く捉え柔軟に事業企画をしても良いのかなと感じた一方、子供たちのお楽

しみ企画になっている事例もあり、やはり奉仕を事業の中心におき事業企画を

すべきと考え、来年の事業を考える良い機会となりました。 

 

 

ロータリー財団部門                                 來間  久 (代理) 

大きく 2 つの問いかけに対して、アンケートをもとに面白い取り組みをされていま

すクラブさんに発表をいただかれる形式での進行となりました。 

①どのように寄附を集めているのか 

②どのようなインパクトのある事業（地区補助金を使っての事業）をされている

か 

まずは、寄付の集め方ですが、どのクラブさんも一部会費より徴収する形式で

あったり 100 万ドルの食事を実施していらっしゃいました。面白い事例として、ロ

ータリー財団月間のときに理解を深める取り組みをして、その後すぐに寄附を

募ったり（出雲中央 RC)、クリスマス例会の際に、チャリティーオークションを実施

し、その収益金を寄付にあてたり（岡山西南 RC)、毎例会後にお茶席を設け

て、お茶代を寄付にあてたり（岡山南 RC）として寄附金アップにつながる取り組

みをされていました。 

インパクトのある事業に関してですが、里山整備事業（鳥取北 RC）に関して、

地区補助金を 8 年間継続して受けているとのことでした。山（場を変え）、対

象の学校を変えて継続して事業を実施している。 

文化的な取り組みの発表の場をつくる（岡山西南 RC)継続で 9 年間実施し

ています。こちらは対象の生徒が変わることで地区補助金が取得できている。

倉敷 88 か所巡り（倉敷中央 RC）この事業は、１年ごとに少しづつ事業を完

成に向かって進めていらっしゃいます。2 回目は、マップ作り、2 回目は外国人

向け観光案内づくりと地区分けをしたり、対象の人を小学生であったり外国人

であったりと変化させ、数年かけて大きく事業を完成させる目的があるやり方で

した。 

私たちも、地区補助金を使っての素晴らしい事業を考えることができるといいで

す。 

 

 

公共イメージ(広報)部門                                     太田 哲也  

公共イメージ部門は、カウンセラーに庄司パストガバナー、リーダー・副リーダーは

８・９グループの次期ガバナー補佐が務められました。 

リーダーが８・９グループの各クラブを指名され、発表された内容は、大学生・留

学生との交流会、子ども食堂、防犯カメラ設置、地域メディアとの交流、まち

歩きイベントなど、各クラブの活動の際にマスメディアからの取材を受ける形での

活動発表でした。その後、個人情報保護の対応などが討論されました。 

クラブ広報・公共イメージ向上の活動として、平田では広報誌「季節のたより」

を発刊し地域住民に配布する活動・継続事業について、自ら発表しました。 

第１号は４０年以上前、まだロータリーの「公共イメージ向上」という概念がない

時期に当クラブの先輩会員が始めた事業で、昨年６～７月に最新４６号を発

行した継続活動であること、実物を見てもらうことはできないが、クラブのホーム

ページにアップロードしている状況について、発表しました。 



行動計画推進部門                                      杉原 朋之  

「行動計画推進部門」この言葉をはじめて耳にする方もいらっしゃるとは思いま

すが・・・ 

この部門が設置された経緯はわかりませんが、昨年の 10 月 31 日に第 1 回

行動計画推進リーダーについて説明会、そのあとズーム会議が４回行われたそ

うです。 

これには今年度の堀江会員がリーダーとして参加していらっしゃいます。 

研修の内容としては、クラブそれぞれの課題がありつつロータリークラブとしての方

向性を示すうえでも各クラブの戦略計画の策定は必須だということ、また中長

期的な計画をたてて 3 年ごとにチェックをしていきましょう・・ということだと思います。

各クラブそれぞれ温度差があります、まだまだ周知徹底されていない状況であ

るように感じました 

平田ロータリークラブには中長期的な行動計画を協議する「未来ビジョン委員

会」がありますのでやはりこの委員会が行動計画推進部門の任務を担うべき

だと思います。 

これから 2 か月に 1 回ズーム会議がありますので結果報告をしながらみなさん

に認識を高めていただきたいと思います。 

 

 

 

坂口元昭 ガバナーエレクト 基調講演 

 

 

 

地区研修・協議会 出席者 

 


